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本県の新型コロナウイルスの感染状況

７ 週 連 続 で 増 加



2024年24週 2024年25週 2024年26週 2024年27週 2024年28週

(06月10日～06月16日) (06月17日～06月23日) (06月24日～06月30日) (07月01日～07月07日) (07月08日～07月14日)

全国 4.16 全国 4.61 全国 5.79 全国 8.07 全国 11.18

1 沖縄県 18.11 1 沖縄県 25.68 1 沖縄県 29.91 1 沖縄県 29.92 1 鹿児島県 31.75

2 鹿児島県 8.58 2 鹿児島県 10.51 2 鹿児島県 15.42 2 鹿児島県 23.13 2 佐賀県 29.46

3 佐賀県 7.26 3 佐賀県 8.46 3 熊本県 12.21 3 宮崎県 19.74 3 宮崎県 29.34

4 千葉県 6.26 4 宮崎県 7.40 4 宮崎県 11.78 4 熊本県 18.24 4 沖縄県 28.57

5 北海道 6.25 5 熊本県 7.36 5 佐賀県 11.26 5 佐賀県 16.31 5 熊本県 26.33

6 宮崎県 5.78 6 千葉県 7.25 6 千葉県 9.17 6 高知県 12.75 6 長崎県 22.40

7 熊本県 5.11 7 埼玉県 5.68 7 長崎県 8.71 7 長崎県 12.61 7 大分県 20.07

8 埼玉県 5.07 8 長崎県 5.36 8 埼玉県 6.80 8 大分県 11.43 8 高知県 19.80

9 愛知県 4.78 9 茨城県 5.28 9 茨城県 6.79 9 福岡県 11.28 9 愛知県 15.62

10 神奈川県 4.52 10 愛知県 5.07 10 愛知県 6.73 10 千葉県 10.91 10 徳島県 14.97

本県の新型コロナウイルスの感染状況

※最新の29週は、7/26（金）午後に厚生労働省が公表予定

全国上位10都道府県の推移（一定点あたりの報告数）
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ゲノム解析結果の推移（週別）

KP.3について
・オミクロン株の派生の株

・これまで獲得した免疫を回避する力が強く、感染力が強い傾向にある。

※追加の報告により、更新する可能性あり （解析機関：熊本県保健環境科学研究所）

解析数 15 7 16 18 23



引き続き、基本的な感染対策の徹底を

御自身や周りの大切な方を守るためにも
「感染しない」・「感染させない」意識と行動を

◆エアコンをつけていても、定期的な換気

◆手洗い・手指の消毒・うがい 等

◆医療機関を受診する時や高齢者施設等を訪問する時、

混雑した電車・バスに乗車する時は、マスク着用

◆暑い日が続くため、熱中症にも注意



くまモン「復興応援“絆”大使」に就任！

○ 令和6年（2024年）７月26日付けで、
くまモンが「復興応援“絆”大使」に就任！

○ 全国や海外の皆様との被災経験を通じた絆を
大切にし、被災地の復興を応援します。

【熊本地震後、活動再開した際の写真】



石川県訪問について
以下の日程で、石川県庁、珠洲市、輪島市、穴水町、七尾市を
くまモンが訪問します。

日程 時間 行先 訪問先

8月2日（金） 15:00～15:30 金沢市 石川県庁

9:30～１０：００ 保育園

11:30～１２：００ 小学校

14：00～１４：３０ 高齢者施設

16:00～１６：３０ 珠洲市役所

9:30～１０：００ 保育園

13:00～１３：３０ 児童クラブ

15:30～16:00 穴水町 さわやか交流館プルート

8月8日（木） 9:30～10:00 七尾市 高校

8月6日（火） 珠洲市

8月7日（水）

輪島市



半導体関連産業の集積促進に関する
社会資本整備に係る特別要望

○要望事項
１ 道路整備推進への支援
２ 阿蘇くまもと空港アクセス鉄道整備及びＪＲ豊肥本線機能強化への支援
３ 排水対策への支援
４ 新規工業用水道施設整備への支援
○要望者
木村知事、山口県議会議長、関連市町長（熊本市、合志市、大津町、菊陽町）

○要望先及び日程
７月２９日（月）

要望先 相手方

国土交通省 政務三役等

内閣府（地方創生） 政務三役等

経済産業省 政務三役等

財務省 政務三役等





7月26日現在
カンパチ・シマアジ・ブリ・トラフグで５２万１千尾がへい死し、
被害金額は１２億３千万円となっている

市町名 上天草市 天草市 津奈木町

魚 種
カンパチ・シマアジ

トラフグ等
カンパチ・シマアジ
ブリ・トラフグ等

シマアジ

へい死尾数 53,885尾 447,336尾 20,000尾

被害金額 １億１千万円 １０億９千万円 ２千万円

要更新令和６年度有害赤潮による漁業被害の状況について



長崎県・鹿児島県と連携した赤潮被害対策
に関する国への緊急要望について

長崎県・鹿児島県と連携して、３県知事・県議会議長による
赤潮被害を受けた養殖業者の救済と抜本的対策等に関する緊
急要望を行います。

〇 要望日時：調整中

〇 要望先 ：農林水産省及び総務省

〇 要望者
長崎県 ：大石 賢吾知事 徳永 達也県議会議長
鹿児島県 ：塩田 康一知事 松里 保廣県議会議長
熊本県 ：木村 敬 知事 山口 裕 県議会議長

〇 主な要望項目
１：事業継続・経営安定に向けた支援の充実
２：有害赤潮の被害軽減技術等の確立
３：赤潮対策に取り組む地方公共団体に対する財政的支援



特定利用港湾への対応について

■「特定利用空港・港湾」とは
○自衛隊・海上保安庁が、平素において必要な空港・港
湾を円滑に利用できるよう、関係省庁とインフラ管理者
との間で「円滑な利用に関する枠組み」を設け、これら
を「特定利用空港・港湾」とするもの。

〇「特定利用空港・港湾」においては、民生利用を主とし
つつ、自衛隊・海上保安庁の艦船・航空機の円滑な利
用にも資するよう、必要な整備又は既存事業の促進を
図る。



■これまでの経緯
〇特定利用空港・港湾の取組みに関し、昨年10月及び11月に国か
ら本県へ概要説明。その中で、熊本空港、熊本港及び八代港を
対象施設として検討している旨の説明を受けた。

〇本県からは、この取組みの理解を得るために、これまで国に対
して丁寧な説明を求めてきた。

〇国から詳しい説明資料や様々な疑問点に対するQ＆Aが示された
ほか、去る６月12日及び13日に国から関係市町村（熊本市、八
代市、大津町、菊陽町、西原村、益城町）に対して説明会が開
催された。

特定利用港湾への対応について



■「円滑な利用に関する枠組み（関係省庁とインフラ管理者との確認事項）」
〇インフラ管理者は、平素において自衛隊・海上保安庁の運用や訓練等による施
設の円滑な利用について、関係法令等を踏まえ、適切に対応する。

〇自衛隊・海上保安庁とインフラ管理者は、国民の生命・財産を守る上で緊急性
が高い場合又は航空機の飛行や艦船の航行の安全を確保する上で緊急性が高い
場合（武力攻撃事態及び武力攻撃予測事態を除く）であって、当該施設を利用
する合理的な必要があると認められるときには、民生利用に配慮しつつ、緊密
に連携しながら、自衛隊・海上保安庁が柔軟かつ迅速に施設を利用できるよう
努める。※国によると、災害時や大規模な事故・事件等を想定しているとのこと

〇上記の着実な実施に向けて、関係者間において連絡・調整体制を構築し、円滑
な利用に関する具体的な運用のための意見交換を行う。

※

特定利用港湾への対応について



◎本県の認識
①港湾法の範囲内での施設利用についての調整であり、自衛
隊・海上保安庁の優先利用を前提としておらず、武力攻撃

事態等の有事の際の枠組みとは異なる。

②熊本港と八代港のインフラ整備のより着実な推進が図られ
る。

③自衛隊・海上保安庁が訓練で熊本港と八代港を熟知するこ
とで、大規模災害への派遣、国民保護の迅速かつ効率的な

対応等が期待される。

特定利用港湾への対応について



◎本日(7/26)、県管理の熊本港と八代港での港湾施
設の「円滑な利用に関する枠組み」については、関
係法令を踏まえ、適切に対応すべきものであること
から、確認した旨、回答する。

熊本港 八代港

特定利用港湾への対応について



ＵＸイノベーションハブの
整備に向けて

「人と人、技術と技術のリアルな交
流」を目指した拠点の整備に向けて、
整備方針、機能イメージ、スケジュー
ル等をまとめた、UXイノベーション
ハブ基本構想を公表

整備場所：テクノリサーチパーク内（益城町）



ＵＸイノベーションハブの
整備に向けて

ＵＸイノベーションハブ 機能イメージ



パリ2024オリンピック
～熊本県関係出場選手～

古賀 紗理那 選手
（信愛女学院高校出身）

宮浦 健人 選手
（鎮西高校出身）

〈バレーボール〉

山口 茜 選手
志田 千陽 選手
松山 奈未 選手
（再春館製薬所所属）

〈バドミントン〉

赤崎 暁 選手
（開新高校出身）

〈陸上競技〉

筒江 海斗 選手
（熊本西高校出身）

荒木 遼太郎 選手
（山鹿市出身）

〈サッカー〉

石田 大河 選手
（九州学院高校出身）

〈７人制ラグビー〉

菊池 小巻 選手
（翔陽高校出身）

〈フェンシング〉



「藍色くまモン」登場！

パリオリンピック・パラリンピック
に出場するアスリートなど、
頑張っている全ての人たちを
応援したいという気持ちが高まり、

くまモンの体全身が

“藍色”に変化。
【藍色くまモン】



今後、パラリンピック閉会式頃まで、

県内外で開催されるオリンピック・

パラリンピック関係のイベントに

「藍色くまモン」で登場予定。

くまモンは

頑張る全ての人たちを応援します！

「藍色くまモン」について


